
「エッセンシャル・キネシオロジー（原書第３版 第１刷）」

下記の箇所に誤りがございました。謹んでお詫びし訂正いたします。

頁 誤 正

23 左段 ↑2-最終行 髄管medullary canal（空洞） 髄管medullary canal（髄腔medullary cavity）

26 左段 14行 骨膜関節 滑膜関節

42 左段 5行 筋群の 筋節の

43 左段 ↑9行 最初の自動的な力の生産者である 主要な自動的な力を産生する

左段 5行 下肢と体幹から生産された 下肢と体幹から産生された

↑5行 最大限に伸展 最大限に伸長

49 右段 ↑20-↑19行 同時に硬くなるのは，どの組み合わせか． 同時に硬くなると，制限を受けるのは，どの組み合わ
せか．

50 左段 ↑5-↑3行 筋を伸張するか，または最大限に伸ばすためには，筋
はその作用すべてと反対側の肢位に位置しなければな
らない．

筋を伸張する，または最大限に伸ばすためには，その
動きと反対側の肢位に筋を位置させる必要がある．

51 左段 ↑6行 上腕骨に関与する4つの 上腕骨で構成される4つの

54 右段 3行 可動であり， 3可動性があり，

左段 ↑4行 可動である． 可動性がある．

右段 ↑6行 鎖骨の挙上と 鎖骨挙上と

56 左段 ↑6行 肩甲胸郭関節の運動としては 肩甲胸郭関節の運動とは

↑5行 肩甲骨の運動を示す． 肩甲骨の運動を指す．

61 コラム左段 6行 （母指は上を指す） （母指は上を向く）

69 右段 3-4行 胸郭から離れて持ち上がっている肩甲骨の内側縁が 肩甲骨の内側縁が胸郭から離れて持ち上がっているの
が

71 右段 右段 2行 肩甲上腕関節の運動であると 肩甲上腕関節の運動と

表4.1

左段 ↑14-↑13行 関節可動域測定法において参考にされる． 関節可動域測定で参照される表である．

正　誤　表

該当箇所
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45

55

［①に差し替え］



98 表5.1 1段目左から3つ目
のカラム 正常可動域 参考可動域

右段 18行 通常，神経系は また，神経系は

↑12-↑11行 肩の屈曲が複合される． 肩の屈曲が協働して起こる．

右段 11-12行 関節可動域測定の一般的な方法をまとめたものであ
る．

関節可動域測定で参照される表である．

表5.2

117 右段 ↑8行 関連しているのである． 関連している．

122 左段 4行 可能性があり， 可能性がある．

123 左段 ↑11行 第3 中手骨の間での 第3 中手骨の間の

128 左段  15行 理解される 理解できる

129 左段 ↑18行 共同が必要 協働が必要

132 表6.2 タイトル 手関節の関節可動域 手関節の関節可動域測定

1段目左から1つ目
のカラム

動作 運動

138 左段 11行 ほとんどすべての ほぼすべての

147 表7.1 1段目右から2つ目
のカラム

関節可動域（解剖学的肢位から） 参考可動域（解剖学的肢位で）

170 左段 6行 あるいは高齢化による あるいは高齢による

172 右段 ↑2行 接続する． 連結する．

174 右段 ↑10-↑9行 表8.1 と並行し， 表8.1 とともに，

181 表8.3

左段 5-6行 関節可動域は， 参考可動域を

表8.4

表8.5

202 右段 最終行 股関節の伸展筋の 股関節の屈筋の

209 コラム左段 8行 軸骨格を曲げる 軸性骨格を曲げる

213 左段 5-6行 関節可動測定についてまとめられている． 関節可動測定で参照される表である．

214 表8.12

［③に差し替え］

［④に差し替え］

［⑥に差し替え］

［②に差し替え］
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左段 ↑5行 正常な可動域は， 参考可動域を，

表9.1 1段目左から2つ目
のカラム

正常可動域（角度） 参考可動域（自動）

1段目左から3つ目
のカラム

回旋軸 回転軸

253 右段 ↑5行 表9.4 に，股関節の正常な関節可動域を示す． 表9.4 は，股関節の関節可動域測定で参照される表で
ある．

254 表9.4

270 表10.2 1段目右から1つ目
のカラム

正常可動域 参考可動域（自動）

表10.7

左段 1-2行 角度測定で使うことができる． 角度測定で参照される表である．

305 表11.4 1段目左から3つ目
のカラム

正常可動域 参考可動域（自動）

コラム右段 ↑4-↑3行 関節可動域に関する一覧表 関節可動域測定で参照される表

表11.10

350 右段 5行 前方面から 前面から

351 右段 ↑9-↑8行 この突出した構造は この顕著な構造は

コラム左段  ↑11-9行 一部の人は，下顎を前方に引き出すことにより，TMJ
に対する負荷を軽減させるために機能する外側翼突筋
における，疼痛を伴うスパズムを経験する．

一部の人は外側翼突筋に疼痛を伴うスパズムを経験す
ることがあるが，それは下顎を前方に引き出すことで
TMJへの負荷を軽減させる自然な防衛メカニズムとして
役立っている可能性がある．

↑4行 永続する痛みの病的代謝を 永続する痛みを伴う病的機構を

363 左段 ↑7-↑5行 胸腔内容積の変化という共通の働きをすることによっ
て

同様に胸腔内容積を変化させることで

369 左段 17行 筋が生産する 筋が産生する

371 右段 11行 内力が生産する 内力が産生する

［⑦に差し替え］
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